
Cu(Cu(InGaInGa)Se)Se22 (CIGS )(CIGS )系薄膜太陽電池の技術課題系薄膜太陽電池の技術課題
と先端計測分析技術と先端計測分析技術

透明導電膜の改善
光閉じ込め技術

高性能化への材料開発・高性能化 プロセス

低コスト・大面積製造技術
セレン化、蒸着法、MOCVD光閉じ込め技術

長波長対応TCO

バッファ層の開発

セレン化、蒸着法、MOCVD

非真空プロセス
微粒子
電界メッキ透明導電膜 TCO (ZnO, ZnMgO）

バッファ層の開発
Cd free

界面制御技術

光吸収層

中間層 フレキシブル基板,.
低温製膜
ロール・ツー・ロールプロセス

ワイドギャップからナローギャップ
材料の開発,

バンドプロファイルなどデバイス

（Cu, Ag）(Ga, Al) (Se, S, Te)2

青板ガラス

バンドプロファイルなどデバイス
技術

光吸収層の薄膜化

I フリ 材料

MoSe

Mo

宇宙応用

特色ある応用分野

Inフリー材料
(Cu-Zn-Sn-S etc)

Cu(Cu(InGaInGa)Se)Se22光吸収層の評価光吸収層の評価
11 以下の領域でのキャリア濃度分布以下の領域でのキャリア濃度分布・・1mm1mm以下の領域でのキャリア濃度分布以下の領域でのキャリア濃度分布
・結晶粒の配向性と、粒界の電気的評価・結晶粒の配向性と、粒界の電気的評価
・ナノレベルでの点欠陥の同定と評価・ナノレベルでの点欠陥の同定と評価
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東工大 山田教授

産学イノベーション加速事業【先端計測分析技術・機器開発】に
開発を期待する技術・機器又は開発領域案

東工大、山田教授

Cu(InGa)Se2薄膜の結晶方位、粒界の性質等の評価
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産学イノベーション加速事業【先端計測分析技術・機器開発】に
開発を期待する技術・機器又は開発領域案

東工大、山田教授
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C (I G )S 薄膜の粒内のキャリア濃度分布結晶

産学イノベーション加速事業【先端計測分析技術・機器開発】に
開発を期待する技術・機器又は開発領域案

東工大、山田教授

Cu(InGa)Se2薄膜の粒内のキャリア濃度分布結晶
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太陽光発電屋外評価計測分析技術 機器開発

産学イノベーション加速事業【先端計測分析技術・機器開発】に
開発を期待する技術・機器又は開発領域案

太陽光発電屋外評価計測分析技術・機器開発
出力モニター・気象データ・故障診断
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まとめ

2020年、2030年に広く実用化されている太陽光発電システムに
望まれる先端計測分析 機器望まれる先端計測分析・機器

☀ナノ（原子）レベルでの評価
界面の組成 電荷発生メカニズム 欠陥準位界面の組成、電荷発生メカニズム、欠陥準位

キャリア寿命時間分布、粒界の性質、粒内の性質など

☀大 積基板上 評価（製造 イ 適用）☀大面積基板上での評価（製造ラインへの適用）
面積数m2の基板上での均一性評価など

☀太陽光発電システムの評価・診断
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補足資料

22



太陽光太陽光発電の発電のロードマップロードマップ PV2030PV2030＋＋

20302030年導入目標年導入目標20302030年導入目標年導入目標
５４５４GWGW
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Overview of NEDO’s PV R&D Program
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National Renewable Energy Laboratory    National Center for Photovoltaics

研究開発レベルでの最高変換効率推移研究開発レベルでの最高変換効率推移

Multijunction Concentrators
Spectrolab

36

GaInPGaInP//GaInAsGaInAs//GeGe 22--terminalterminal
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Single crystal
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太陽光太陽光発電の発電のロードマップロードマップ PV2030PV2030＋＋
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